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2026年豊島区民アンケートにご協力いただき、ありがとうございます。4月から9月末までに、郵送

９８３通、WEB １３６通、計１,１１９通の回答をお寄せいただきました。緊急性のあるご意見・ご要望

には、ただちに対応、区への申し入れや議会質問にいかしております。引き続き、いただいた皆さんの声

を区政にいかしてまいります。

Q2 雇用、職場についての不安は？

●手取りを増やす手段で
社会保障を下げるのは、
将来受ける保障を下げる
ことになる。(70代)
●健康保険料が高すぎる。
15万円の収入で1万円の保
険料をとられている。

(70代)
●金持ちの高齢者や子育
て世帯に支援金が支払わ
れていることに納得でき
ない。(50代)

●いわゆる“独身税”が追加された。精神的に疎外感が
大きい。(40代)
●富裕層の人々のみ恩恵を受けている。(70代)
●独身者の税金をもっと下げてほしい。子どものいる家
庭だけが財政に貢献しているわけじゃない。独身者が一
番貢献している。
●働いても働いても、「納税している」というより「搾
取されてる」感あり。(50代)

●今の職場は６８歳が雇止め、再就職先が見つかるか不安。
働かないと生活できない。(60代)
●現在、会計年度任用職員で、サービス残業が多いのだが、
管理・是正される様子がない。(60代)
●訪問介護事業に対する国の補助等の変更が多すぎる。訪
問介護を軽んじている。(60代)
●運送や材料、人件費の高騰が全てコストに跳ね返って粗
利が稼げない。(30代)
●経営難で一時金が出ない。(40代)
●会社の将来が不安、育休取得で懲罰受けた。(40代)
●子育てと仕事の両立。(30代)
●増税が昇給を上回っている。(40代)
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Q3 税金・社会保障について

Q１ 物価高騰・くらしについて

●インボイスに対応でき
ず廃業。年金以外の収入
が無くなった。(60代)
●円安で収入は実質減に
なった。(30代)
●収入自体は減っていな
いが、物価高騰や税金高
で苦しくなった。
(20代・30代・50代)
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